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樹木伐採予定箇所（阿賀野川左岸 20.0ｋ付近） 

航空写真での現地状況（垂直写真・斜め写真） 現況から考えられる環境の目標と伐採方法 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ 先に示した航空写真の変遷で見ると、昭和 36 年は、砂州が広く分布しており、樹林と思われる箇所もまばらに

点在している。澪筋も一部が網状化し、出水のたびに撹乱が起きていることが想定される。 
・ 平成 17 年及び平成 21 年は水際を含め、耕作地以外の箇所の多くが樹林で占められている。また、砂州が減り、

みお筋が固定化している状況がうかがえる。 

 
現況 目標と伐採方法 

【現況の保全すべきところ】 

・ 湿地やワンドが形成され、湿性植物の生育地、魚類の
良好な生息環境となっている。 

・ ヨシ・ツルヨシ群落は、オオヨシキリの繁殖地等とな
っている。 

・ かつての阿賀野川に見られた砂礫河原が、湾曲部内岸
側に出現している。 

【現況の改善すべきところ】 

・ H14 年ヨシ群落であった箇所にカナムグラ群落が拡
大している。 

・ ヤナギ林が河岸に繁茂し、今後ヤナギ林の拡大が更に
進行すれば、河道内環境の単調化につながる。 

 

目標： 

・ 湿地・ワンド、樹林、草地、裸地等から構成さ
れる多様な陸域環境を形成する。 

 
今回の伐採範囲における伐採方法： 
・ ワンド・細流等、湿性の重要種の生育地周辺は、

現状の改変を避けるように努める。 
・ 保全すべき礫河原やヨシ・ツルヨシ群落に侵入

しているヤナギ林については、優先的に伐採を
行う。 

・ 大径木の樹木は、治水に支障のない範囲で、で
きるだけ保全する。 

樹木伐採平面図 樹木伐採横断図 

 
【伐採に注意を要する箇所】 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

 
【伐採する箇所】 

 

H21 撮影 H17 撮影 

ヤナギ林の伐採 

砂礫河原の再生を目指す 

細流・ワンド周辺の貴重な植物

に注意しながら伐採する。 

細流・ワンド等の環境を

変えないよう努める。 
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 ５．樹木伐採後の環境モニタリング調査について 

モニタリング調査の目的 
 

野生動植物が棲み処として利用するなど貴重な環境でもある伐採地が、今回の伐採により将来どの

ような状況になっていくかを把握し、今後の伐採に反映させるため、伐採箇所の代表地点（ｺﾄﾞﾗｰﾄ）を

設定し数年間の継続的なモニタリング調査（追跡調査）を実施する予定です。主な調査内容は下記のと

おりです。 
・伐採後に樹木はどの程度再繁茂するか 

・伐採後の生物（植生、鳥類など）は、どう変化していくのか 

（調査頻度、項目等は、逐次の調査結果、調査予算等を踏まえて適宜計画を見直しながら実施します。） 

調査範囲（平成21年度伐採範囲）



 2

 
 
� üý
t�

(1)� ��
� UVbc�:GWA¨©W� 25Xfg~Ã�@���L���y$�±öBl��
����  

� y$�����L���ô�	�A 1ån�²rc�±ö�	�-��� ����
�%ån±ö���	�AxU��ÆÇ�	������ÆÇ�	�����	FG�

�p�A��d��W���  
 

(2)� ð¹0ïæ�5
� UVbcCg������������F�}������  
� õ������L�����)Ã	�-ªJ	FG��p�A��d�������  
 
 

(3)� ��
� %2�no+��\��,�UV�>�uT±÷�F
������
�A
9��

9�m�7���� %2�noA��fY�.$d�)�2�FnoA���  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
� �F��}�F
��������F0��F

0���J�f������  
� d����õ±d�A����W���  
 
 
 
 
 

�ù��
üý0�65�

Ï´Ö��%
��üý
	
 

�� �� � %��Jd��5� 




